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　2004（平成 16）年 4 月より，本誌「臨床外科」の編集委員を拝命し，本年 3 月をもって「卒業（退
任）」させていただくこととなりました．就任は，田島知郎先生（東海大学・当時，以下同様）の後任
としてであり，その時には北島政樹先生（慶應義塾大学），跡見裕先生（杏林大学），萩原優先生（聖
マリアンナ医科大学），畠山勝義先生（新潟大学），炭山嘉伸先生（東邦大学）の 5 先生が編集委員を
お務めになっておられ，錚々たる外科学の泰斗の皆様の中での不安と，一方で憧れの先生方とご交誼
をいただく貴重な機会への期待を抱きつつ参加させていただいたことが昨日の如く思い出されます．
　この 14 年間，編集作業を通して多くのことを学ばせていただきました．論文査読に加え特集企画
の立案にも携わり，そしてこの「あとがき」の執筆も大変楽しみにして，今振り返ってみますと随分
勝手なことばかり書かせていただきました．それを寛容していただきました読者の皆様，編集室の皆
様に心から感謝申し上げます．本稿が私にとって最後の「あとがき」となりますが，相も変わらず勝
手なことを述べてみたいと思います．
　不肖私は，「第 117 回日本外科学会定期学術集会」を会頭として，主催させていただく光栄に浴し
ました．その主題は，「医療安全そして考える外科学」でした．その会頭講演でも述べた一部です．
　「医学的に『考える』ということについて，私なりに考察してみたいと思います．
　現在，盛んに行われている臨床試験は，前向きに多数症例を集めて得られる普遍的な知見を高いエ
ビデンスレベルとして扱っている面があると思います．このような能率的な思考に基づいた研究は，
当然極めて重要であり，実臨床への応用という面で考えると費用対効果の高い研究と言えるかもしれ
ません．
　しかし，その一方で，すぐには臨床には役立たないかもしれない，もしかしたらずっと役立たない
かもしれませんが，臨床での特殊な症例，実験も含め仮説には必ずしもそぐわない結果，言い換えれ
ば例外的な事象にも心を置いて，これらも含め詳細に観察することで新たな知見にたどり着けるので
はないかと考えております．
　普遍的な事象を追い求める能率的思考だけではなく，一見例外と思われる事象にも心を置きつつ，
ものごと全体を捉えて本質に少しでも近づく研究姿勢，つまり『合理的思考』に基づいて，私たちは
今後の研究に取り組んでいけたらと切に願っております．」
　最後になりましたが，本誌「臨床外科」の益々の発展とわが国の外科学の更なる飛躍を期して筆を
置かせていただきます．皆様本当に有難うございました． （桑野博行）
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